
令和9年度 豊橋技術科学大学大学院工学研究科博士前期課程

入学者選抜学力検査問題

基礎科

注

試験開始の合図まで,このR打題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

2

事項

問題冊子の枚数は,表紙,草稿用紙を含めて 10枚です。

目

問題冊子とは別に解答用紙が3枚ありまt。

4

←恬報・知能工学専攻)

問題は3問あります。全問解答してください。

5 試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入Lてください。

解答は必、ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。解答用紙の裏面には解答を記入
しないでください。

6

7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれば,ただちに申し出てください。

8 問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

9 試験終了時刻まで退出してはいけません。

10 問題冊子は持ち帰ってください。

意

「
コ



(草 1高用&田



[1]関数

と ,

j(χ,y)=χ2 + 4χy + 4y'-2χ+ 6y + 6

の関数によるχy平面上の 2 次譜所県

f(χ, y)= 0

を吉える。以下の問いに答えよ。

関数f(χ,y)にっいて,偏微分 f(χ'y)( 1)
"、' ax

(2) 直線χ=-2y_上の点 P における関数f(χ,y)の勾配べクトル▽f(P)を求めよ。

(3) 2 次曲線f(χ,y)= 0 にっいて,ベ クトノレ r =ノ

クトノレS,スカラーCを用いて,J'^

rYor 十 STr + C = 0

,

と表すとき,行列 0,ベクトルS,スカラー C を求めよ。ここで記号 T はべ

クトルや行列の転置を表す。

( 4)

恬雜・知能下学

辰礎科目

f(χ'y)をそれぞれ求め
ay

行列Qの

よ ただ0

ノレで求め

(エ)せん断

( 5 )

2つ

し,

よ。

求めた固有べクトノレUレ

つて行列 U を対角化し,

の固有値入D

λ1 竺入2 とし,

1

(6 ) 剛"●"伊加゛寺・(1)*,、・●2 次曲線f(χ,y)= 0 上の点r にっいく,

変換する。この変換後の点f が描く曲線をf(戈,め=0とするとき,元の曲線

f(χ,y)=0 から変換後の曲線f住,め=0への変換にっいて,以下の選択肢か

ら最も適切なものをーつ選び,記号(ア)から(エ)で答えよ。

よ。

λ2 とそれらに対応する固有べクトルUI, U.を求め

固有べクトルは第1要素を正とする単位べクト

2×2 の対称行列 U,2 次元

U.を並べた行列 P =(U. U2)を作る。

対角化した行列を求めよ。

(フ)

(ア)平行移動

の

のを

2 次曲線f(χ,y)=0の種類にっいて,以下の選択肢から最も適切なも

ーつ選び,記号(カ)から(ク)で答え よ

(カ)楕円

, (イ)直交変換,(ウ)拡大縮小

(キ)双曲線,(ク)放物線

の行列Pを使

χ

y

こ

0

こ



臼

◆する 0

答えよ

(D

( 2 )

0

3

ムに勝つ耐じ■はーであり,各試介の勝敗はその後の
4

する。引き分けはなく,徳試合'、ず勝敗がっくと

よ。ただし,答えが分数になるときは既約分数で

( 3 ) 1回の総当たり戦における白チームの勝数の期待値を求めよ。

を 1丁し、

赤チ

(4)

1肖判山知市E上学

昂ξ礎科, 1・1

2勝 L たチームを優勝

1回の総当たり戦において

( 5 ) 1回の総当たり戦において ,

当たり戦を行うこととする

優勝する確率を求めよ。

(6) たり戦の回数を制限せず,

とき,青チームが優勝する確率

2

, tべてのチームがW券1敗となる確率を求めよ

総当

すべてのチームが 1勝1敗

総当たり戦を最大3回とC

0

優勝チームが決まるまで総当たり戦を行う

を求めよ

となった

したとき

0

吉'チ'」ームムカ

X = 1X = 0

グーム

する

白チーム

チー→ムカ

青チーム

古'の

赤チーム

場合は

1) d)と

て赤チームカ

チームの勝数

由チームカ

答え

それぞれ求めよ

こ影響しな

以下の闇

こお'

ナる

して

回の総当た

念当たり回の

X = 2

確゛こ
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[ 3 ] ノ＼ ツソ 'ユ

U)プログラム 1の[111^に, を挿人する
JJ-ー'ノー

美1丁以、ドの ス 、.
0

の出力にっいて,[^,1^, E^に入る文字列を答えよ。

ブルに関する操作の C言、語(ANSI

プログラム 1の 81行目を[1^として

プログラム

in it i a 11Z e_t a b le ();

Store key value("a",

Store lくey value("b",

St0やe_key_value("C",

Print_tables()」

リスト1

, E1ヨから[三王1ヨに入る文字列を答えよの出力について 0

IB)j

2■);

30)」

以下の問いに答

initia]ize_table()」

Store_key_va]ue("aa",

Store_key_value("ee",

S t o r e_k e y_v a ]. u e (" a c ",

Ppint_tab]es()」

浩轍・欠肺E_上学

基礎科門

B:

1:

[0]/ key:

[1]/ key:

[ 2]/ 1くey

[・・]/ key:

[・・]/ key:

リスト2

10

2:

3:

上

標

4:

0

出力

a j va ]_:

b , va ]_

CJ val

##, val

##, val

の出力にっいて,[1区区]から[1^に入る文字列を答えよ C

IB );

40)」

2B);

initialize table()」

Store_key_value("aa",

Store_key_value("ee",

S t o r e _ k ey_v a ], u e (" a c ",

Store_key value("bb",

S t o r' e_ k ey_v a lu e (" e k ",

5tore key value("e千",

Ppint_tables()」

実fj

B:

1:

##

[合]

[合]

リスト3

##

2B

標準出力

key

key:

a a j

a c j

Va]:

V a l :

1合)」

4日)」

2 合)」

5合)」

3@)」

6日);

1臼

2合

Val:カ

・、]、[11三ヨ

B:

1:

[●]

[●]

2、[[1^]
3・[[1^]
4・[[1^]

Val:ソ

Va]:ツ

・・1・fl^]

標準出力

key: aa, val:

key: ac, val:

/ key:1^,
/ key:1^,
/ key:1^,

C によるりミ装をフ'ロク'ラム

標準出力ヘ

以下のりスト2を挿入する

示す

[ヨ]八町・[Ξ
[Ξ]ルW・区]
[ヨ]ハ"・[Ξ

寺の標準出力ヘを挿入する

票準出力ヘフ゜ログラム

以下のりス
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ム 1の[1^に,闇 G)のりスト3に 并ウt

時に膳U3)の標準出力への出力に続い0

,1^,区ヌヨ{._入る文字列をれるとき

int va]_」

V a ]_ 目et_value_by key(

Prj.nt千("key:ee, va]ue

V a l get_value_by key(

P r i n t 千(" 1く e y : e e e , v a ]_ u e

リスト4

( 5 ) 1では テ

声)る、そ7、
0

配列に空きがない,

が表示されるように ,

ム 1の 60行目から 62行目に

する。適切な修正を以下の

佶判1・知市E_1ブ戸

基礎科,Π

けて,以卜のりスト4を挿人す

"eeH)」

%d¥n"
」

"eee")j

%d ¥ n "

力さ以下の標準

、で厶三女:1之_ J{

答え

ブルの配列に空きがあっても新Lい要素を入れられ

タ こ?苫き力 あったらし、ず人れ かノ 、

,

肖さずにテたテータを ブノレL

プログラム 1の 391丁目から 41行目,および,プログラ

V a l )」

よ

(A )

0

,

key:ee,

key:eee,

V a l )」

選び

(十+indexi十

return

田)

標準出力

Value

Value

・・・ 4

i十(十+index

if(index

return

(C )

2

MAX TABLE

(D)

i十(++index

>= MAX

hash)

2」

立千(十+index !

b r e a k j

i千(index >=

Peturn

1 1

TABLE)

index

>= TABLE)MAX

index

hash){

衣よ

プログラムを実対 L 同じ修正を

h a s h )

MAX

2」

>=

BJ

in d e x
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(6)プログラム 1の[1^に

i rl it i a ]_ iz e t a b l e () j

Store_key_value("aa

Store_key_va]ue("ac 」

Store_key_value("ad 」

Store_key_value("ae",

int valj

V a l 目et_va]ue_by_key("ae");

リスト5

以下のりスト5を挿入する

ア

10)」

2B)」

3B)」

4合)」

50)」

ト5レ勺の月et va]ue by key関数の実行中に StrcmP関数は何回呼び出リス

される 力 、

イ

Store_key_va]ue関数を実行したとき, get value by key関数にょり

0

よ

恬幸R ・矢Π能__11学

基礎科 n

0

0

(A)

(E)

Oa )

OUめ

5

(B )

(F )

Oaogめ

0(Ⅳ2)

(C)

(G)

0(Ⅳ10gめ

0(2N)

(D)

え

0(Ⅳ!)

寸 L てしたテータN

出すときの

の文 をキーと

Va

選び

異なる文字タ

量を以下の太よ

同じで

タを取

答えよ

ロ
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(フ)

Unsigned int S um

十or(int i 合」 i

(sum *S u m

return sumj

(A )

( B )

1」

<]_ en j

4567 十

同じ入力文字列に対して

( C )

リスト6

異なる入力文字列に対して

(D)

i++){

( 1く e y [ i ]

計算時間は文字列の長さに依存してぃない

(E)

所軒い知能工学

灰礎科村

(F )

ある入力文字列では

よ。

'a'))% MAX TABLEJ

特定のハッシュ値に値がかたよる

( 8 )

同じハッシュ値を返す

6

Z、ず異なるハッシュ値を返す。

,

よ

MAX TABLE以上の値を返t。

(A)

C

(E)

, 指数関数的に増える

C

Oa)

0

0しめ

0

綿)

(F )

0(10gⅣ)

0

0(Ⅳ2)

(C )

(G)

0(Ⅳ10gめ

0(2N)

(D) 0(N!)

フ"ログラ

合わせた長

をキー上したと

あてはまるもの

入する

答え

テ目

除し

A から

ロクラム

表よ

数を実装したとノ＼

する

タを取

依存しの長さ

選び

よ文

一様に分布する理想の

を以下の女よ

したとき

異なるこの関数を用

出すときの言

ツシュイ直力

、

0

目Ⅱ寺

、

i

XAM

一
こム
一
子
て

ダ
文
、し

ン
の
つ
ド
こ

ラを
以)

一
子

C

、し

挿

美eUaVa

ら

を6ト

)ぎ

こ

り

敦

で

ノ
ー特

F

るま1<あ
牙

こ{秀

Ⅱ

スリ

1

Z

の

算

ら

{きΠ

一

一

)力a

、

を

り

し

一一

一

「

巳

)d

を

ムラ

上

の
以

口

1

プ
ム
さ

)

)

ヨ

▲

XAM

イ

1以をてベ

)ぴ

す

き

d

て
を数

て
デ

え

し
り
対
よ
こ
こ数

チ

個Nタテオし
一
とキを

、
、

】
Y



B合1:#include <Stdio.h>

合合2:#i"clude <Std]ib.h>

BB3:#inc]_ude <Str、in目、h>
臼B4

合B5:typede十 Struct item

合合 6:{

Char *keyj0合7:

Unsjgned int va]ue;BB8:

int hash;B09:

BI0:} hash itemj

合11:#de千ine MAX KEYLEN IB

012:井de千ine MAX TABL匠 5

013:

014:hash item hash table[MAX TABLE]」
B 15:

B16:unsigned int calc ha5h value(char *1くey)

017:{
in t ]. e n合18:

i千(1en >合019:

02 臼 retupn

合 21

B 22: MAX_TABLE;return

合23:}

合24:void initialize tab]e()

B25:{

千or(int iB 26 B」 1 く MAX TA B L E J

hash tab]e[i].keyB 27: NULL

hash table[i].hashB 28 1;^

029:

合3合:}

031:int store key value(chap *key, unsigned

B 32:{
B33:

合34

B35:

B36:

e 37

B38:

039:

合4合:

B41

合42:

ha5h table[index].key合43:

5trcpy(hash table[index]合44

hash_table[index].valueB45:

hash table[index].hashB46: ^

return indexjB47:

合48:}

(char *)ma]10C(strlen(key)

.key, key)

Valuej

h a s h j

Unsi目ned int index, hashj
index hash Calc_hash value(key)」

if(index >* MAX TABLE){
r et u r n 1;

i++){

↑1卜級・欠肺E、_1シ子

基礎科,目

+

S t p le n ( 1く e y )

&&〕en く* MAX KEYLEN){

(key[B] 'a')% MAX_TABLE

While(hash table[index].key !* NULL){
i千(++index MAX TAB LE ){>=

return -2」

1 )」

プログラム

7

Value)int

.
,

■
」

゛
」

軍
辱

.
」



049:1nt

05臼:{

の51:

●52:

合53:

●54:

● 55

056:

●57: B ){
合58:

合 59

日6B:

061:

合62:

合63

B64: Peturn -3」

合65:}

の66:void print_tab]es()

日67:{

十OP(int i ・ Bj i く MAX TABLEj i+ー){068:

i十(hash table[i].key !. NULL){合69:

合7B: Print千("%d:[%d]/ key:%S, val:%d¥n",
合71: i, hash table[i].hash,
072 hash_tab]e[i].key, hash table[i].value)」

} else {073:

074: Print千("%d:[・・]/ key:#井, va]
,1

##¥n 1」

B75

合 76

e7フ:}
臼 78:

B79:int main()

B8B:{

8 e t_v a lu e_b y_1く e y ( c h a r *!く e y )

Unsianed int index, hashj
index hash Calc_hash value(key)」
i千(index MAX TAB LE ){>=

return -1」

While(hash tab]e[index].key !. NULL){
i十( strcmp(hash table[index].key, key)
return hash table[index].value;

if (十+index MAX TAB LE ){>=

return ・ 2 」

注 は 99,

プロクラム 1 前ページより続き

,

↑i¥縦・知能工学

基礎科, N

98,'C

である

B 81:

B82:}

8

注

〒

関数 Size t strlen(const char *S);

文字列の長さを返す

関数 int strcmp(const char *SI, const char *S2)」

文字列を比較し同じ文字列なら0を返す

関数 Char *strcpy(char *dst, const chap *5やC);

SrCから dstへ文字列をコビーーする

'a'は文字列内の aに対する ASCI1値 97 であり 'b'は

とアルファベット順に連続して値が増加し'Z'は 122
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